
　　　第71巻・　第2号　　　史学・地理学・考古学

　論　　説

寄身時代の短陪と貨幣経済の特質……………・…・…・宮澤知之

コンスタンティノープル330年………………………栗本薫
　　一その実態と伝承の形成一

器財埴輪の編年と古墳祭祀………・……・…・…………高　橋　克　諄

　研究ノPtト

ジーメソス社の東京電灯への融資計画………………・・……・竹　中　　　　亨

　書　　評

西山克著『道者と地下人一中世末期の伊勢一』………仁　木　　　　宏

紹　　介
Reginald　George　Goltedge　and　Robert　J．　Stimson，

　Analytical　Behaviou「al　GeograPhy（小長谷一之）

（1）

（33）

（69）

（105）

（129）

九
八
八
年

九
八
八
年

二三

月
二
五
日
　
印
刷

月
一
日
　
発
行

史学研究会
　　京都大学文学部内



会

出
口

去
る
一
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
常
務

理
事
会
に
お
い
て
、
次
の
案
件
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

一
、
日
本
学
術
会
議
第
一
四
期
会
員
の
候
補

者
の
選
定

竺
沙
雅
章
氏

浅
香
　
正
氏

現
理
事
の
右
記
二
氏
を
候
補
者
と
し
て
選

定
す
る
こ
と
。

．
な
お
、
会
員
の
候
補
者
の
資
格
認
定
は
三

月
二
〇
臼
ま
で
に
通
知
が
く
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
五
月
申
旬
か
ら
六
月

上
旬
ま
で
の
間
に
推
薦
人
会
議
が
閉
か
れ
、

会
員
決
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

両
座
薩
丁
田
一

一
晦
7
1

昭
和
胴
六
二
年
一
一
月
　
日
本
w
通
江
ム
耳
議
広
報
委
員
会

　
日
本
学
術
会
議
は
、
去
る
一
〇
月
二
一
日
か
ら

二
三
田
ま
で
第
一
〇
三
回
総
会
（
第
＝
二
期
・
六

回
目
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の
「
日
本
学
術

会
議
だ
よ
り
」
で
は
、
今
総
会
で
採
択
さ
れ
た
勧

告
を
中
心
と
し
て
、
同
総
会
の
議
事
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
本
会
議
の
第
一
三
期
も
、
余
す
と

こ
ろ
九
か
月
と
な
り
、
各
委
員
会
は
、
期
の
活
動

の
取
り
ま
と
め
に
向
け
て
一
層
活
発
に
審
議
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
◇
総
会
報
告

　
総
会
第
一
臼
屠
の
午
前
中
に
は
、
会
長
か
ら
の

経
過
報
告
、
各
部
・
各
委
員
会
報
告
に
続
き
、
勧

告
・
対
外
報
告
等
四
つ
が
提
案
さ
れ
、
そ
の
う
ち

の
二
件
が
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
ほ
か
の
二
件
に
関

し
て
は
、
同
日
午
後
に
各
部
会
で
審
議
が
行
わ
れ
、

第
二
盲
目
の
午
前
中
に
一
件
が
、
第
三
日
巨
の
午

前
中
に
一
件
が
可
決
さ
れ
た
。

　
な
お
、
総
会
前
日
の
二
〇
日
午
前
に
は
富
合
部

会
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
案
件
の
予
備
的
な
説

明
、
質
疑
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
第
二
絶
目
午
後
に

は
「
食
糧
生
産
と
環
境
」
に
つ
い
て
の
自
由
討
議

（
詳
細
別
掲
）
が
、
第
三
日
目
の
午
後
に
は
常
置

委
員
会
、
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
第
一
日
目
午
前
。
ま
ず
、
利
根
川
進
氏
の
ノ
ー

ベ
ル
生
理
学
・
医
学
賞
受
賞
に
対
し
日
本
学
術
会

議
第
一
〇
三
回
総
会
の
名
に
お
い
て
祝
電
を
呈
す

る
こ
と
が
提
案
さ
れ
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

　
次
に
日
本
学
術
会
議
の
行
う
国
際
学
術
交
流
事

業
の
実
施
に
関
す
る
内
規
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

の
提
案
が
な
さ
れ
、
こ
れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ

れ
た
。
こ
の
改
正
は
、
第
一
四
期
の
当
初
三
か
月

間
に
お
け
る
、
国
際
学
会
へ
の
一
連
委
員
の
代
表

派
遣
に
つ
い
て
、
必
要
な
経
過
措
置
を
講
ず
る
も

の
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
高
齢
化
社
会
特
刷
委
員
会
提
案
の

「
日
本
高
齢
社
会
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

の
設
立
に
つ
い
て
」
（
勧
告
）
　
の
提
案
説
明
と
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
、
医
療
技
術
と
人

間
の
生
命
特
別
委
員
会
報
告
「
脳
死
に
関
す
る
見

鰐
」
を
「
鼠
本
学
術
会
議
の
運
営
の
細
則
に
関
す

る
内
規
」
に
定
め
る
対
外
「
報
告
」
と
し
て
認
め

る
こ
と
に
関
す
る
提
案
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
同

特
別
委
員
会
が
そ
の
発
足
以
来
二
年
間
に
わ
た
っ

て
審
議
を
重
ね
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
前
回
四
月

の
総
会
で
は
討
論
の
過
程
で
さ
ら
に
検
討
す
る
必
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要
が
あ
る
と
し
て
同
特
委
に
よ
り
取
り
下
げ
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
委
員
定
数
を
増
加
す

る
な
ど
し
て
審
議
を
重
ね
、
今
総
会
に
再
度
提
案

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
批
判
的
意
見
を
背
後
に

含
む
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
た
。

　
第
二
日
目
午
前
。
前
日
提
案
さ
れ
た
「
日
本
高

齢
社
会
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の
設
立
に

つ
い
て
」
（
勧
告
）
が
、
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
、

直
ち
に
内
閣
総
理
大
臣
始
め
関
係
諸
機
関
等
に
送

付
さ
れ
た
。
同
じ
く
前
山
提
案
の
「
脳
死
に
関
す

る
見
解
」
は
、
前
日
の
部
会
審
議
で
異
論
が
続
出

し
た
た
め
、
抜
本
的
に
書
き
改
め
ら
れ
た
も
の
が

提
案
さ
れ
た
が
、
な
お
い
く
つ
か
の
疑
問
が
示
さ

れ
、
採
決
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
第
三
日
目
午
前
。
再
度
修
正
さ
れ
た
「
脳
死
に

関
す
る
見
解
」
が
提
案
さ
れ
た
。
国
民
的
合
意
の

形
成
、
医
学
界
に
お
け
る
少
数
意
見
の
存
在
な
ど

に
関
し
て
、
な
お
理
解
の
不
一
致
が
あ
り
、
質
問

討
論
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
若
干
の
点
に
関
す
る

討
論
官
爵
の
相
互
了
解
を
遂
げ
た
後
、
数
名
の
発

言
者
か
ら
再
度
の
修
正
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
本

報
告
は
異
な
っ
た
専
門
分
野
の
い
ず
れ
か
ら
み
て

も
お
お
む
ね
満
足
で
き
る
も
の
に
な
っ
た
、
当
初

に
危
惧
し
た
点
が
除
か
れ
た
、
な
ど
の
意
見
が
述

べ
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
多
少
の
曲
折
は
あ
っ
た
が
、

最
後
に
黍
提
案
が
ほ
ぼ
全
員
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

（
見
解
の
内
容
は
別
項
参
照
）

　
（
中
略
）

　
◇
脳
死
に
関
す
る
見
解

　
　
…
1
医
療
技
術
と
人
間
の

　
　
　
　
生
命
特
溺
委
員
会
墾
ロ
ー

　
最
近
の
医
療
技
術
の
発
展
に
伴
っ
て
生
じ
て
き

た
人
間
の
生
命
と
そ
の
尊
厳
に
か
か
わ
る
諸
問
題

の
う
ち
特
に
脳
死
の
問
題
は
末
期
医
療
、
臓
器
移

植
等
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
社
会
的
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
医
療
の
現
場
で
は
脳
死
の
状
態
に
陥
っ
た

多
く
の
患
者
を
め
ぐ
っ
て
、
日
夜
そ
の
家
族
や
医

師
が
苦
悩
に
満
ち
た
対
応
を
迫
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

脳
死
の
問
題
は
、
必
ず
し
も
心
臓
や
肝
臓
な
ど
の

臓
器
移
植
と
の
関
連
に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、
む

し
ろ
現
実
的
に
は
多
く
の
場
合
、
末
期
医
療
の
現

場
に
お
い
て
深
刻
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
現

状
に
か
ん
が
み
、
脳
死
に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
様

々
の
角
度
か
ら
十
分
に
議
論
し
、
問
題
の
所
在
を

考
察
し
て
、
そ
の
解
決
へ
の
展
望
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
が
本
特
別
委
員
会
の
今
回
の
報
告

で
あ
る
。

　
本
報
告
は
脳
死
を
医
学
的
に
、
法
的
に
そ
し
て

心
理
的
、
倫
理
的
及
び
社
会
的
側
面
か
ら
考
察
し

た
。
全
脳
の
機
能
が
不
可
逆
的
に
喪
失
し
た
状
態

と
定
義
さ
れ
る
脳
死
は
、
医
学
的
に
み
て
傭
体
の

死
を
意
味
す
る
。
こ
れ
は
第
七
部
会
員
の
一
致
し

た
意
見
で
あ
り
、
医
学
界
の
大
勢
と
判
断
さ
れ
る

が
、
医
学
界
の
中
に
も
少
数
な
が
ら
疑
義
を
持
つ

老
も
あ
る
。
脳
死
を
人
の
死
と
認
め
る
か
否
か
に

つ
い
て
は
、
法
律
的
に
は
こ
れ
を
肯
定
、
否
定
す

る
見
解
が
対
立
し
て
い
る
。
否
定
し
て
い
る
場
合

に
も
脳
死
に
な
っ
た
際
、
人
工
呼
吸
器
を
外
し
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
事
惰
に
よ
っ

て
は
違
法
性
阻
却
な
い
し
、
責
任
阻
却
事
由
が
あ

り
得
る
こ
と
ま
で
否
定
す
る
も
の
で
な
い
。

　
人
の
死
は
単
な
る
医
学
的
現
象
で
は
な
く
、
そ

の
人
の
人
格
、
社
会
的
存
在
に
も
か
か
わ
る
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、

・
本
人
の
生
前
の
意
思
、
家
族
の
感
情
、
一
般
的
倫

理
観
、
習
俗
、
社
会
的
慣
習
等
を
尊
重
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
脳
死
を
め
ぐ
っ
て
は
三
徴

候
に
基
づ
く
伝
統
的
な
死
の
概
念
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
深
刻
化
し
て
い
る
医
療
の
現
状
に
対

処
し
て
新
し
い
死
の
概
念
の
確
立
に
努
め
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
関
係
方
面
に
お
い
て
脳
死

を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
検
討
さ
れ
、
速
や
か
な
解
決

へ
の
展
望
が
開
か
れ
る
こ
と
を
素
望
す
る
。

　
以
上
の
見
解
を
第
一
〇
三
回
総
会
の
承
認
を
得

て
対
外
報
告
と
し
て
こ
れ
を
公
表
す
る
こ
と
と
し
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た
。

（
詳
細
は
、
日
本
学
術
会
議
月
報
一
一
月
号
を
参

照
さ
れ
た
い
。
）

　
◇
自
由
討
議
－
食
糧
生
産
と
環
境
i

　
こ
の
自
由
討
議
は
、
今
期
設
置
さ
れ
た
「
生
物

資
源
・
食
糧
と
環
境
特
別
委
員
会
」
の
メ
ン
バ
ー

が
主
と
な
り
、
個
人
の
立
場
で
、
食
糧
生
産
と
環

境
の
問
題
に
つ
い
て
意
見
を
発
表
し
た
も
の
で
あ

る
。
会
長
近
藤
次
郎
（
食
糧
に
対
す
る
環
境
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
）
、
第
六
部
、
生
物
資
源
特
委
委

員
長
阪
本
楠
彦
（
食
糧
問
題
の
展
望
）
、
第
六
部

（
以
下
す
べ
て
特
委
委
員
）
武
田
友
四
郎
（
環
境

変
化
が
農
業
生
態
系
に
及
ぼ
す
影
響
）
、
第
五
部

岩
佐
義
朗
（
水
資
源
の
立
場
か
ら
）
の
各
会
員
が

そ
れ
ぞ
れ
に
付
記
し
た
サ
ブ
テ
ー
マ
に
つ
い
て
問

題
を
提
起
し
た
。
こ
れ
に
続
い
て
第
三
部
大
石
嘉

一
郎
（
経
済
学
の
立
場
か
ら
）
、
第
一
部
石
川
栄

吉
（
数
鐙
主
義
の
反
省
）
、
第
六
部
水
間
豊
　
（
畜

産
学
の
立
場
か
ら
）
、
第
二
部
及
川
伸
（
食
糧
管

理
制
度
に
つ
い
て
）
、
第
六
部
福
揚
博
保
（
栄
養

面
か
ら
見
た
食
糧
資
源
開
発
問
題
）
、
第
一
部
水

津
一
朗
（
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
）
、
第
七
部

小
泉
萌
（
人
口
と
食
糧
・
環
境
）
の
各
会
員
か
ら

関
連
発
言
が
あ
り
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

　
一
九
七
三
～
八
一
年
頃
の
い
わ
ゆ
る
〃
世
界
食

糧
危
機
”
は
既
に
虫
り
、
今
や
食
糧
の
輸
出
競
争

が
激
化
し
て
い
る
。
し
か
し
ア
フ
リ
カ
等
の
飢
餓

問
題
が
解
消
し
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
し
、
開

発
途
上
国
の
所
得
増
か
ら
来
る
食
糧
需
要
に
決
し

て
楽
観
を
許
さ
な
い
。
ま
る
で
、
栄
養
過
剃
の
大

国
に
〃
追
い
つ
き
、
追
い
越
そ
う
”
と
し
て
い
る

か
の
よ
う
で
さ
え
あ
る
。

　
生
産
の
面
で
も
、
自
然
の
節
理
を
無
視
し
た
増

産
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
森
や
山
に
住
む
神
々
へ

の
迷
信
的
な
怖
れ
を
失
っ
た
後
、
自
然
破
壊
に
対

し
て
か
け
る
べ
き
有
効
な
抑
制
力
を
、
人
類
は
ま

だ
見
出
せ
ず
に
い
る
。
破
壊
さ
れ
た
自
然
の
復
旧

（
砂
漠
の
緑
化
な
ど
）
も
ま
だ
ほ
と
ん
ど
で
き
な

い
ま
ま
で
あ
る
。
（
こ
の
自
由
討
議
は
日
並
双
書

5
刊
と
し
て
出
版
さ
れ
ま
す
。
）

　
　
昭
和
六
二
年
度
科
挙
研
究
費
補
助

　
　
金
（
研
究
成
果
公
開
促
進
費
）
の

　
　
受
領
に
つ
い
て

　
昭
和
六
二
年
度
の
史
林
の
刊
行
費
の
一
部

と
し
て
、
文
部
省
学
術
国
際
局
か
ら
昭
和
六

二
年
度
科
学
研
究
費
補
幼
金
（
研
究
成
果
公

開
促
進
費
）
の
交
付
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

編
集
後
記

　
編
集
会
議
は
二
ヵ
月
に
一
度
、
委
員
長
一
名
・

委
員
八
名
で
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
去
年
か
ら
月

末
の
金
曜
日
が
ほ
ぼ
定
例
化
。
午
前
十
時
に
始
ま

り
、
大
抵
は
午
後
三
時
頃
に
終
え
て
い
ま
す
。

　
委
員
に
な
っ
て
三
年
。
会
議
の
雰
囲
気
も
微
妙

に
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
そ
の
一

つ
が
、
昼
食
休
憩
（
会
議
室
で
仕
出
し
弁
当
を
頂

き
ま
す
）
に
一
時
間
以
上
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た

事
。
昼
食
後
に
は
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
談
笑
。
こ

の
余
裕
が
よ
り
良
い
編
集
に
つ
な
が
っ
て
い
れ
ば

よ
い
の
で
す
が
。
編
集
に
関
す
る
忌
潭
の
な
い
御

意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
（
光
春
）

一眠

lM
ﾘ
窺
朋
一
」
五
時
下
欄
定
価
一
〇
〇
〇
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
送
料
五
〇
円

　
史
　
林
　
第
七
一
巻
第
二
弩
（
通
巻
第
三
四
八
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
京
都
大
学
文
学
部
内

発
行
人
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
都
七
一
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
理
事
長
藤
縄
謙
三

　
　
　
　
　
京
都
市
下
京
三
七
条
御
所
ノ
内
中
町
五
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